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資
本
形
成
の
一
般
均
衡
モ
デ
ル
に
つ
い
て

.

宮
尾
尊
弘

一
序

本
稿
の2

：

的
は
、

レ
オ
ン
•
ヮ
ル
ラ
ス〔

13〕
の
資
本
形
成
モ
デ
ル
、
安
井 

氏

C
15〕

〔

16〕

の
べ
ー
ム=

ヴ
ィ
ク
セ
ル=

ヮ
ル
ラ
ス
型
定
常
モ
デ
ル
お
よ 

び

森

嶋

氏〔

8〕

の
フ
ォ
ン
•
ノ
イ
マ
ン
型
成
長
モ
デ
ル
等
を
そ
の
ス
ぺ
シ
ャ 

ル

.ヶ
ー
ス
と
し
て
含
む
、

よ

り

一
般
的
な
資
本
形
成
モ
デ
ル
を
設
定
す
る 

こ
と
で
あ
る
。

特
に
、

ヒ
ッ
ク
ス
的
な
多
時
点
投
入
-
多
時
点
産
出
の
場
合 

(multipoint—i
nput

丨multipoint-output 

case)

を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
最
適 

な
投
入
-
産

出

のt
i
m
e
-
s
h
a
p
e

決
定
と
い
う
ヒ
ッ
ク
ス〔

5〕

の
問
題
、

最 

適

な

生

産(

訐
画)

期
間
決
定
と
い
う
べ
ー
ム
"ヴ
ィ
ク

セ

ル〔

11〕

の
問
題 

お
よ
び
最
適
な
耐
久
期
間
決
定
と
い
う
オ
ッ
ヵ
ー
マ
ン=

ヴ
ィ
ク
セ
ル

〔

14〕 

の
問
題
を
、
生
産
プ
ロ
セ
ス
の
選
択
の
問
題
と
し
て
叙

一
的
に
と
り
あ
つ
力
う 

こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。

ニ
モ
デ
ル
の
性
質 

S

体
系
内
で
は
、

一
般
に
複
数
猶
類
の
財(

g
o
o
d
s
)

が

生

産

可

能

で

あ

る
。

9

財
は
、

そ
れ
が
生
産
さ
れ
た
期
間
に
、
消
费
さ
れ
て
消
滅
す
る
か
あ
る 

い
は(

目d/cr)

投
資
財

と

し
て
家
計
に
保
有
さ
れ
る
。

ii
i

)
保
有
さ
れ
た
財
の
ス
ト
ッ
ク
は—

保
有
し
た
次
の
期
か
ら
、
あ
る
与 

え
ら
れ
た
し
方
で—

海
_
、
あ
る

種
類
の
用
役
?

H

を
提
供
す
る
。

iv
)

一
 

般
に
、
財
の
種
類
の
数
の
ほ
ぅ
が
、
用
役
の
種
類
の
数
ょ
り
大
き
い
。
 

V)
用
役
は
、
生
産
の
た
め
に
も
、
消
費
の
た
め
に
も
利
用
可
能
で
あ
る
。
 

Vi
)

一
般
に
、

複
数
種
類
の
本
源
的
要
素
が
、

体
系
外
か
ら
毎
期
与
え
ら

れ
、
そ
れ
ら
は
生
産
の
た
め
に
も
、
消
費
の
た
め
に
も
利
用
可
能
で
あ
る
。

vi
i

)
生
産
プ
ロ
セ
ス
が
、

一
般
に
複
数
有
限
個
存
在
し
て
、

一
般
に
そ
の
数 

は
、
財
の
種
類
の
数
ょ
り
大
き
い
。

.

Yl
i

i
各
プ
ロ
セ
ス
ご
と
に
生
産(

計
画)

期
間
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、

そ
の 

期
間
を
通
じ
て
、

一
般
に
用
役
と
本
源
的
要
素
が
そ
れ
ぞ
れ
複
数
種
類
投
入
さ 

れ
る
と
と
も
に
、
財
が
複
数
種
類
産
出(

結
合
生
産)

さ
れ
る
。

ix
)

投

入

•
産
出
構
成
は
、

一
般
に
、
各
期
間
お
よ
び
各
プ
ロ
セ
ス
ご
と
に 

異
な
り
う
る
。

(X
.
完

全

競

争(

フ
リ
ー
.H

ン
ト
リ
ー
ぉ
よ
び
完
全
予
見
を
含
む)

が
想
定 

さ
れ
る
。

こ
こ
で
、
m
iv
、
.
.
¥
.
お
よ
び
沏
.
£の
想
定
が
、そ
れ
ぞ
れ
ォ
ッ
カ
|

マ
ン=

 

ヴ
ィ
ク

セ
ル
、
ベ
ー
ム
.
"
ヴ

ィ

ク

セ

ル
お
よ
び
ヒ
ッ
.ク
ス
の
問
題
を
解
く
鍵
に 

な
.っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
则
お
よ
び
⑷
は
、
同
一
種
類
の
用
役
を
提
供
す
る
い 

く
つ
か
の
財——

そ
れ
ら
は
耐
久
性
に
関
し
て
の
み
興
な
る——

の
存
在
を
許 

す
。
か
く
て
、
同
一
種
類
の
用
役
を
提
供
す
る
財
に
つ
い
て
、
よ
り
長
い
耐
久 

期

間

(

あ
る
い
は
.よ
り
小
さ
い
減
耗
率)

を
持
つ
も
の
を
同
量
生
産
し
う
を
プ
ロ 

セ
ス
.ほ
ど
、.
対
応
す
る
投
入
係
数
が
よ
り
大
で
あ
る
よ
う
な
場
合
と
し
て
、
オ 

ッ
カ
ー
マ
ン

=

ヴ

ィ

ク

セ
ル
の
問
題
を
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る)

。
さ
ら
に
、
 

;
|お
よ
び
5
|は
、
全
生
産
期
間
に
わ
た
る
総
投
入
諸
量
が
同
一
の
大
き
さ
で
あ 

る
生
産
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、，
そ
の
生
産
期
間
が
よ
り
長
い
も
の
ほ
ど
、
対
応 

す
る
産
出
係
数
が
よ
り
大
で
あ
る
よ
う
な
場
合
と
し
て
、
べ
ー
ム

=

ヴ

ィ

ク

セ 

ル
の
問
題
を
処
迹
す
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
、
投 

入
は
侮
期
一
様〈u

n
i
f
o
r
m
)
.

に
な
さ
れ
る
と
と
も
に
、
産
出
は
生
産
計
画
期
間 

の
最
終
期
に
の
み
な
さ
：れ
る

と

想
定
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
、
郝
お
よ
び
2
が 

投
入
.：
歴

出

のt
i
m
e
-
s
h
a
p
e

決
定
の
問
題
解
決
を
意
味
す
る
の
は
、

技
術
的 

に
可
能
な
あ
ら
ゆ
る
投
入
.
産
出
の
時
間
的
構
成
を
、
は
じ
め
か
ら
別
々
の
生 

産
プ
ロ
セ
.ス
と
定
義
し
て
お
.く
こ
と
が
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
同
様
に
考
え
れ 

ば
、
( ^
嘛
ぉ
よ
び
版
が
、
投

入

•
産
出

係

数

の「

可

変

性」

を
意
味
す
る
こ 

と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。

(

1)

家
計
が
投
資
財
を
保
有
す
る
の
は
、
次
の
期
か
ら
そ
れ
ら
が
提
供
す
る
用 

资
本
形
成
の
一
般
均
衡
モ
デ
ル
に
つ
い
て

役

を

(

自
ら
を
含
む)

家
計
あ
る
い
は
企
業
に
販
売
す
る
.こ
と
に
よ
っ
て
、

一
 

定
の
収
入
が
将
来
に
お
い
て
得
ら
れ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
か
く
て
、
わ 

れ
わ
れ
は
、
ヮ
ル
ラ
ス〔

Is〕

1?2
7
4
〜
2
7
7

に
な
ら
っ
て
、
家
計
は
そ
の
貯 

蓄
額
を
す
ベ
て
、
毎
期
-

1

ュ
メ
レ
ー
ル
ー
単
位
分
の
収
入
を
次
期
以
降
永
久
に 

提
供
し
続
け
る
よ
う
なr

永
久
純
収
入」

と
い
う
想
像
上
の
財
の
購
入
に
あ
て 

る
と
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
.は
、
ド
ラ
ン
ダ
キ
ス〔
2〕

P. 

3
1
2
〜
3
1
6

も
参
照
。

(

2)

そ
の
た
め
に
、
結
合
生
産
や
可
変
的
生
産
係
数
の
想
定
を
何
ら
必
要
と
し 

て
い
な
い
こ
と
が
注
意
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(

3)

例
え
ば
、
ド
ー
フ
マ
ン=

サ
ム
エ
ル
ソ
ン
"
ソ
ロ
丨
_〔

1

〕

ド
ド
ム
参
照
。

.

三

.

，
記

号

の

定

義

V-
.
.
個

、

(9 =

 1
,
2, 

V
)
.

の
生
産
プ
.

..ロ
.：

セ
.ス
.
.

れ
種
類0

=
1
,
2
,
…

，
色
の
本
源
的
要
素 

• 

价
種
類2

=
1
,
2
,

 

.
:
,
m
)

の
財 

た

種

類

f

p

…
，

古

の
用
役

第
ん
種
類
の
用
役
を
提
供
す
る
財
の
#
号

4
-
1

 +

 1
,
…

ニ
,

た

だ

し

c*
.
c
=
o 

お
よ
び

^

第

Q
プ
ロ
セ
ス
を
一
単
位
操
業
す
る
の
に
そ
の
生
産
期
間
の
第
を
期
目 

に
必
要
と
さ
れ
る
第
i
本
源
的
要
素
の
投
入
贵

、

第
ヴ
プ
ロ
セ
ス
を
一
単
位
操
業
す
る
の
に
そ
の
生
産
期
間
の
第
7
期
目 

に
必
要
と
さ
れ
る
第
れ
用
役
の
投
入
量

^
第

0
プ
ロ
：セ
ス
の
一
単
位
操
業
に
■つ
い
て
そ
の
坐
産
期
間
の
第
7
期
目 

に
産
出
さ
れ
る
第
i
財
の
量 

-
五

七

(

六
五
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次
列
ベ

ク

T,
第
な
プ
ロ
セ
ス
の
坐
産
.

(

計
画)

期

間(

つ
ま
りr

=
l
, 2':

,

 T
。)  

l

 

"〔
r
J 

た
だ
し
r
g 

n
r

e…
，

s
 

A 

n

〔A
A

 J
た
だ
し

>
ぞ
“
E
ラ
み
，…

，&〕

.

w
=
.

〔

B
i£_
i

.
た

だ

し

，

B
i
J
=
s
g
,
^
,

 

•
:
,
.

! &〕

^

第

？
プ
ロ
，セ
ス
の
操
業
水
準
、
ベ
=

£

<

第
i

本
源
的
耍
素
の
消
費
需
要
量
、
/

"

§

竹
次
列
べ
タ
ト
ル 

仍
第
九
用
役
の
消
費
需
要
量
、
«5
||
-

{

穿
}
た
次
列
ベ
ク
ト
ル 

ci
第
く
財
の
消
費
需
要
量
、c

=
£

 
S

次
列
べ
タ
ト
ル 

ふ

第
i

財
の
投
資
需
要
量
、
a，=

 

{

を
}

W

次
列
ベ
ク
ト
ル
，

扒

第
 

< 財
の
総
ス
ト
ッ
ク
量
、

m
次
列
ベ
ク
ト
ル 

C

第
ゴ
本
源
的
要
素
の
供
給
量
、r

=
?
.
}

 

W次
列
べ
ク
ト
ル 

SA
第
ん
用
役
の
供
給
量
、
0»
"
^
}
.
た
次
列
べ
ク
ト
ル 

.

W
第
ゴ
本
#;
的
.要
素
の
価
格
、
格
H〔

き〕

.
7t
次
行
べ
ク
ト
ル 

伽

第
ん
用
役
の
価
格
、
ヰ
卩

^
已

A
次
行
ベ
ク
ト
ル 

p(
第
i
財
の
価
格
、

X

E

m
次
行
ベ
ク
ト
ル 

0

単
位
期
間
あ
た
り
利
子
率
、

「

永
久
純
収
入」

の
価
格 

^

「

永
久
純
収
入」

.の
需
要
*

f
貯
蓄
額)

.

I

家
計
の
総
所
得(

本
源
的
耍
素
供
給
価
額
プ
ラ

ス

用
役
供
給
価
額
ブ
ラ

ス 

資
本
利
子
お
ょ
び

超
過
利
潤
の
配
当
額)

•

ぴ
生
産
プ
ロ
セ
ス
の
操
業
水
準
の
一
様
成
長
率 

V

本
源
的
要
素
供
量
の
一
様
成
長
率

第
く
投
資
財
の——

保
有
さ
れ
た
次
の
期
か
ら
数
え
て——

第

-
期
S
 

の
期
首
に
お
け
る
残
存
割
合(

1
=況
|^
2
|^
汶
IV…

W
0

)

.

五

八

、

(

六
五
四)

,

:
第
メ
投
資
財
の
第
r
期
間
中
の
減
耗
率
s

^

l

s

+

l

s
 

0
W
. 

1

1

⑴

(

T

t

Y

p

l
fe
.

.

.

.

.

.
P

—

&

)

.{—

>.
0 
•
 

0

 …

：v

o—

l
.

I

1 

—
I

0

 

4

 

0…
…

o

0

 

0

 

¥

•

…
0

o

o

o

た
だ
し

1

+

C

T

ド

(1 +

 cry

p

+
s

h

m̂
m.

(
g
=
l
,
2, •:,!/)

#

お
ょ
び
#

は
、
オ
の
定
義
に
お
け
る
ぴ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
没
お
ょ
び
”
に
置 

き
か
え
た
も
の
で
あ
る
。

 ̂

M
aM
l

^

I

^

Pを
そ
の
第
^

■
対
角
要
素
と
し
て
持
つ
W
次
対
角
l
i
:
.、
ur 

は

a

J

の
と
き
の
^
3を
.示
す
。

ー-
u
i

 

0 

o
…

…
0

 —

?

N

o

o

o

<a>勿
I

た

だ

し

40=
M

+
ド

1
(
1
+

今

M s
〒

p

让

(
1
+

今

O  O  W

o  w  o  

W o o

••• o  o
I

o

o

f
l
,2, 
:
.
b

(

r-
丨
.f-
1

)

0

た

だ

し

E
f
p
l
,…
…
，
1〕 

(
/
t=l,2,…

，k\

(

) A
以
下
で
使
用
さ
れ
る
添
字
-
は
期
間
を
表
わ
す
。
た
だ
し
細
の
第
g
成
分 

W
は

期

間

^
に
お
い
て
着
手
さ
れ
る
第
g
プ
ロ
セ
ス
の
操
業
水
準
を|

下
す
も 

の
と
す
る
。

(

2)

こ
こ
で
、

r
が
無
限
大
ま
で
の
総
和
は
、
す
べ
て
有
限
確
定
値
を
と

る

も 

の
と
仮
定
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
の
十
分
条
件
の
一
つ
は
、
Q

w

oつ
ま
り
3
IV
0 

か
つ
、
あ
る
期
|
が̂
存
在
し
て烈

>
0

で
あ
る
か
ぎ
り
、

'
+
1

趴 £
<
1

 

f
o
r

 

a
l
H

 

(

y

“

H

i

,

*

p

.

+

l

,
 

T

*

+'
2

,…
)

と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、

e
は

r
に
無
関
係
な
数
と
す
る
。
も
ち
ろ
ん 

Q

 =

 ?
?
>
0

な
ら
ば
、
そ
れ
だ
け
で
十
分
で
あ
る
。

四
均
衡
成
長
モ
デ
ル
の
設
定

S

第
i
本

源

的

要

素

の

消

費

需

要

量

.
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i

s

=

/ 

…

？
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…

v
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J

S

)

(i
i

第
A
用
役
の
消
費
需
要
量

g
hs

J
h
i
v
h
,

 

:

.

f

,
<3
l
,

…
v
!
i
,
?
…

y
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,

I
s)

(i
i

i
第
丨
財
の
消
費
需
要
量

c
i
s
=
c
i
(
,

 

-
:
f 
f 
:.vk,ブ
，
•
•
•
ず

，p. 

I

s)

(i
v

「

永
久
純
収
入J

の
需
要
量

Z

S

-

2
(
,
…

き

，Vi
,
…

泛
，

…

ず

，p, 

I

S

)

( V
ヮ
ル
ラ
ス
法
則

^
k

 

達

P
岩

^
S
+

: «
罗

. |) 

+

. Mpicis

+

l

t

¥
 

I
S 

(V
i

第
i
本
源
的
要
素
の
需
給
均
等

資
本
形
成
の一

般
均
衡
モ
デ
ル
に
つ
い
て

« M

i
il
t
d
T. 
~

(

l

+

a

i

>

s

+

、
1
S
II

A
J
S

.g

第
み
用
役
の
需
給
均
等

■ル

へ.T
er 

H 

ノ

(1 +

 rr)

畤
ム

H。̂) 
+

^

S

^

S

A

S

VI
5

第

€
財
の
需
^
お
等

,

眷

• (

1
+
0
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六
フ
ォ
ン
•ノ
イ
マ
ン
モ
デ
ル
と
の
比
較

最
後
に
、
森
嶋
氏〔

7〕
〔

8〕

に
よ
っ
て
一
般
化
さ
れ
た
フ
ォ
ン
.
ノ
イ
マ
ン 

モ
デ
ル
と
比
較
し
た
場
合
、
わ
れ
わ
れ
の
モ
デ
ル
が——

経
済
的
意
味
に
お
い 

て——

い
か
な
る
内
容
的
一
般
性
を
有
し
て
い
.る
か
見
て
お
こ
ぅ
。

第
一
、
森
嶋
モ
デ
ル
で
は
、
家
計
が
労
働
者
と
資
本
家
に
分
離
さ
れ
て
お

六

四

(

六
六
0)

り
、
し
か
も
労
働
者
は
貯
蓄
し
な
い
と
仮
定
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
わ
れ
わ
れ 

の
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
、
家
計
全
体
と
し
て
ヮ
ル
ラ
ス
法
則
が
成
立
し
て
い
れ 

ば
十
分
で
あ
る
。

(

1)

第
二
、
森
嶋
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
、

「

中
間
生
産
物」

も
市
場
で
売
買
可
能 

で
あ
っ
て
、
.そ
の

売
上
げ
が
資
本
家
の
所
得
に
加
え
ら
れ
る
と
想
定
さ
れ
る
。
 

わ
れ
わ
れ
の
モ
デ
-ル
で
は
、
そ
の
よ
う
な
想
定
を
必
ず
し
も
必
要
と
し
な
い
。
 

「

生
産
期
間」

は
森
嶋
モ
デ
ル
に
お
け
る
よ
う
に
、
一
様
に
一
期
間
で
あ
る
必
要 

は
な
く
、

1

般
に
多
期
間
で
、
そ
の
間
の
投
入
•
産
出
構
成
は
任
意
に
与
え
る 

こ
と
が
で
き
る
。

第
三
、
森
.嶋
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
、
財
そ
れ
自
体
'と
そ
の
用
役
と
の
区
別
が

存
在
し
な
い
。
財
と
し
て
異
な
る
と
い
う
こ
と
は
そ
の
用
役
が
異
な
る
と
い
う

こ
と
と
同
義
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
モ
デ
ル
で
ば
、
財
と
し

て

(

特
に
.そ
の
耐
久
性
が)

異
な
る
が
、

そ
れ
ら
が
提
供
す
る
用
役
は
経
済
的

に
同
一
種
類
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
場
合
を
も

と

り

あ
つ
か
う
こ
と
が

で
き
る
。
森
嶋
モ
デ
ル
で
は
、
財
の
減
耗
と
と
も
に
必
ず
そ
の
性
能
&
体
が
変

化
し
て
行
く
よ
う
な
資
本
財
の
み
が
考
慮
さ
れ
う
る
に

過
ぎ
な
い
。

第
四
、
森
嶋
モ
デ
ル
に
お
け
る
消
費
は
、

単
に
財
そ
れ
自
体
の
消
費
へ
した

が
っ
て
そ
の
分
の
消
滅)

に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、

わ
れ
わ
れ
の
モ
デ

(

2)
ル
で
は
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
用
役
の
消
費
お
よ
び
本
源
的
要
素
の
消
費
を
も
同 

(

3)

時
に
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

、

(

1)

例

え

ば

森

嶋〔

7〕
p
,
1
3

に
お
い
て
明
示
的
に
仮
定
さ
れ
て
い
る
。
 

(

2〕

芳
賀
•
大
槻〔
4〕

は
、
本
源
的
要
素
の
消
费
を
考
慮
し
て
い
る
が
、
そ
の

i
w
r1+

vo
d
K
l̂
P
B

定
式
化
の
方
法
に
は
疑
問
が
あ
る
。
な
お
、
彼
ら
に
あ
っ
て
も
用
役
の
消
費
尤 

と
り
あ
つ
か
わ
れ
て
い
な
い
。

(

3

)

わ
れ
わ
れ
の
モ
デ
ル
に
お
け
る
均
衡
成
長
の
存
在
は
、
進
本
的
に
芳
賀 

S

芳
負
.

大
概
7

〕

の
方
法
に
よ
っ
て
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に 

つ
-
>

て
.は
ま
た
划
の
機
会
に
発
表
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

レ
オ
ン

•

ワ
ル
ラ
ス
の「

資
本
形
成
お
よ
び
信
用
の
モ
デ
ル」

(

本
誌
一
九
六
七
年

一
一
一
.
月

号)

の
修
.正
と
別
証

1

、

ミ
ス
プ
リ
ン
ト 

四
六
ぺ
丨
ジ

• M

式

〔

正〕
>
p
*
〔

誤〕

A

P

*

,

四
八

ぺー

ジ
•
十行吕

〔

正〕

知(

$

ミせ

)

は吩

(

§
^

5)

に
一
致
し
、
 

も

し

も

な

ら

ば

、〔

誤〕

命

f

基

は
ゆ
ハ
名

基

に一
 

致

し

も

し

も

g y

ン
沿」

な
ら
ば
、

四九べ

—
ジ•

三行目

〔

正〕

p
*
=
p
*
1,
u
2*〔

誤〕

P

r

%1,
c1

2*
- 

五〇ベ

-
ジ
.九行目

〔

正〕

0
A
%
A

 ̂

'

〔

誤〕
G

ぐ

o

 

.

ニ
、
修
正 

•

四
九
.
。へー

ジ

•
三
行
目
よ
り 

(6
0

の
左
辺
を
変
形
す
る
と
、

さ
* 
r

*

+

%

s

r
%

o
*

l
o

if
*
+

u

s

*
 

上 
T

N

-

<c
r

*

l
§

*

B

T

N

~

y

^

l

1c
-

M

T

N

i

%

)

と
な
る
が
、
こ
れ
太
ワ
レ 

ラ
ス
法
則
(3
2

)

お
よ
び
脚

よ
り
、l
.

§

*

c{

泛

I
T
N

—
w
*
B
T
N
i

 i
*
M

T
N

上)

2
/

IK
/

O
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
か
く
て
穿
丨
穿

—

穿

ぬ

。

を
得
る
。0

3
=
0

 

が
証
明
さ
れ
ぅ
る(

四
九
べ
1
ジ

，
六
行
目
参
照)

か

ら

? >—

^ >
|^
0
と
な
り
、

微
•か
ら
不
動
点
に
対
応
す
る
任
意
.の
最
大
解

〈

女

は

B
r
T
N
i
K
>
r

と
な
つ

て 

資
本
形
成
の

1

般
均
衡
モ
デ
ル
に
つ
い
て

に
厲
す
る
。
以
上
で
2/
*

が

最

大

解

の

一

つ

で

あ

る

こ
と
が
わ
か
っ
た
か
ら
、
 

双
対
性
定
理
よ
り 

ー
(
P
V
U
S
I
T
r
N

 
上—

§
*
W
T
N
-
r
%
M
T
N

 
上)

^

=

ぞ
ー
泛

2

=

0を
う
る
。

.
四
九
ぺ
ー
ジ
•
十
三
行
目

'
=
0

と
想
定
す
れ
ば
JX
I

"
»—
I
。(

生
産
期
間
が
一
期
間
で
あ
る
財
の
#
号
に 

対
応
す
る
対
角
耍
素
は
1

、
残
り
は
o

の
行
列)

と
な
り
、
g

u

v

o

,

r
h
>
Q

で 

あ
る
か
ら 

w
*
B
T
N
-
>
J
*
M
T
N
-
»
*
S
A
*
i
T
N
i
H
O

 

と
な
る
。

か 

く
し
て
.

n

i

v

^

h

o

.

三
、.
別

証

ブ
ラ
ゥ

ヮ
ー
の
不
動
点
定
理
の
み
を

使
っ
て
、
存
在
定
理
を
確
立
す
る
こ
と 

が
で
き
る
。
そ
の
た
め
に
若
干
モ
デ
ル
を
修
正
す
る
。

第
.一
は
、
消
費
財
の
需 

要

量
C
と
消
費
財
の
供
給
量
g 

c

n

r

}
 

g

次
列
ベ
ク
ト
ル

)

を
分
け
て
考
え 

る

つ
ま
り
体
系
の
(3
2
)か
ら
脚
ま
で
の
0
を
、
す
べ
て
？
に
置
き
か
え
る
と
と 

も
に
、
さ
ら
に
二
つ
の
均
衡
条
件
式
.

Q
l^
p 

■あ

よ

び

^
.

(

g
l
o

) "
Q

 

を
加
え
る
。
第
二
は
、

ヮ
ル
ラ
ス
法
則
(3
2
)の
右
辺
で
、
'超
過
利
潤
が
正
の
と
き 

に
の
み
■家
計
.に
‘分
配
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
。.
つ
ま
り 
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L
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M
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M
T

。
r 

.十 m
a
x
p
(
P
I
W
B
^
l
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M
y
l
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}

..

ど
す
る
。

存
在
証
明
の
#

子
は
次
の
よ
う
な
も
の
'で
あ
る
。p

=
^
?

と
置
い
て
、
，
変 

数
P

を
消
法
し
，
次
の
よ
う
な
函
数
を
定
義
す
.る
。
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V
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i<J
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3
?
'

p 

.
a
K

)

讥
«
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"
yuNK 

す
る
ど
ヮ
ル
ラ
ス
法
則
㈤
よ
り
、
次
の
関
係
を
う
る
。

W
D
+
-
y
w

 +

 J
?
F
+
G

»cl
+
H
^
+
P
J
I
m
a
x
(
〇
，
G
i
?
)

 I
l
t
l
a
x

 (0, H
A
?
)

 

m
o

こ
こ
で
、
次
の
よ
う
な
凸
コ
ン
パ
ク
ト
な
集
合
を
定
義
す
る
。

n
m {

{
w

 v

 >p p

 q

 X
)

 I 

w

w〇
，

-
ylh
/
o
, 

p
ll
v

o

,

M.芝
 

+

M
l
i
+

M

s=
1
,
p
w
p

w
o
,か
^gwo,

た
だ
し
、p

⑴m
i
n

-c>
l(

=
l
/
m
a
x
^
}

で
あ
り
、
ま

た

-分
お
よ
び
-ズ
は
、

そ
れ 

ら
の
任
意
の
第
i
成
分
h
お
よ
び
第
れ
成
分
^
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
 

a
r
H
i
^
v

sl
r 
.お
よ
び 

h 
ベ 
hThs'
hvfr 

と
な
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

次
の
よ
う
な
速
続
函
数
を
考
え
よ
う
。

^
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n
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N
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J

六

六
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六
六
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E
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m
a
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F
《
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m
a
x

o

F
i
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p 
H 

n
r
n
x

o
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M
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m
a
x

oH
A
)
，
J
=
m
a
x

pJ
)

お

よ

び

M

=

:

M

i

p十 

M

fe
A
+

M
i
F
i 
で
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る
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す
る
と
明
ら
か
に 

S

.
II
V

O
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/か
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p

w
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,
M
;
_

 

w
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V
H
-M

i

pT!
°

l
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の
.

0, 

お
よ
び 

pli
v

J
ll
v

o 

と
な 

る
か
ら
、
空
で
な
い
凸
コ
ン
パ
ク
ト
な
集
合
/7
か
ら
/7
自
身
へ
の
速
続
写
像
が 

え
ら
れ
る
。
か
く
し
て
、
.ブ
ラ
ゥ
ヮ
ー
の
不
動
点
定
理
に
よ
っ
て
、

不
動
点 

の
存
在
が
証
明
さ
れ
ぅ
る
。

ヮ
ル
ラ
ス
法
則
を
中
心
に
、
定 

理
，の
諸
仮
定
を
使
っ
て
、

こ
の
不
動
点
が
求
め
る
均
衡
点
で
あ
る
こ
と
を
知
る 

(

以
下
詳
し
く
は
、
安
井〔

16〕

森
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g〕

を
参
照)
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